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今日、歯科治療の役割として噛むことの快適さや、口元の美しさの回復に重点が置かれてきていること

に疑いの余地はありません。そのことを達成するために、インプラント治療や審美歯科治療があるとい

っても過言ではないと思う。つまり近未来の歯科治療には、夢と希望を提供できなければ治療が成立し

ない、ということもできるのではないでしょうか。 

 

現実の治療や補綴物の質の重要性はいうまでもないが、その内容を歯科医師が患者に、歯科技工士が歯

科医師や患者に伝達する良好で強力な方法がなければ、我々は「ただ待つのみ」か「むやみに営業に回

る」しかない。 といっても常に治療を鏡に映して見せるわけにもいかず、補綴物の実物を手にとって

説明するわけにもいかない現実がある。そこで画像や映像を通して正確に丁寧に解りやすく説明され宣

伝する方法が必要となるのである。現在では簡単な画像と文章を並べただけのホームページは普及して

いる。しかし、新たな患者への動機づけとなると、いささか寂しい感があるのが現状ではある。比較的

安価でなおかつ容易に 3Ｄプレゼンテーションや動画ができれば臨床家の意思をダイナミックに伝達で

きるかもしれず、未来に歯科医院のＩＴ化をより充実できる一歩になるかもしれません。 

 

1． プレゼンテーションの考えと効果 

2． 3Ｄプレゼンテーションソフト「プレジビジョン 2+フォーデンタル」の概要 

3． ケースプレゼンテーション 

4． ＪＰＩ研修会の現在 
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１９７８年 大阪歯科大学歯科技工士専門学校卒業 

１９７８年 新阪急ビル野口歯科勤務 

１９８４年 貴和会歯科診療所勤務 

１９８８年 JIADS 研修会講師 

１９９８年 Japan Prosthetic Dental Laboratory 開設 

２００４年 筑波大学聾唖学校 非常勤講師 

２００５年 東北大学歯学部 非常勤講師 

２００５年 JPI（Japan Prosthetic Institute）講師 

２００７年 埼玉歯科技工士専門学校 非常勤講師 

２０１４年 Japan Craft.JPI 株式会社設立  

現在   日本顎咬合学会 指導歯科技工士 日本口腔インプラント学会 会員 
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